
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年のごあいさつ 

 

 

                                    

 

            

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

VOL８５ 令和６年新春号 

 １２月定例会が１２月１日より開催され、市長提出議案１７件と追加議案２件、議員提出議案

５件が審議され、すべて原案どおり可決されました。小野塚市長の公約の「所沢市長の給料を削

減する条例」は財政状況が厳しい中「自ら身を切る」ために提案され賛成多数で可決されまし

た。同時に提案された「職員の給与を上げる条例」「議員・特別職の給与を上げる条例」が提案

され「職員の給与を上げる条例改正」は全会一致、「議員・特別職の給与を上げる条例改正」は

賛成多数で可決されました。市民感情から議員の給与の値上げを見送る自治体もあり、議員によ

り意見が分かれました。議員提出議案では「消防団処遇改善を求める意見書」が可決され、「ガ

ザ地区の即時停戦を求める意見書」を提案しましたが、否決され、１２月２２日閉会しました。 

、 

、  

 年 頭 の 挨 拶 

令和６年、年頭にあたり一言ご挨拶申し上げます。昨年はコロナからの回復の年でした

が、今年こそまた地域の賑わいや活力がもどってくる年になればと願っています。    

今年は辰年、飛躍の年として地域の発展と皆様方のご健勝をお祈り申し上げます。 

今年１年地域のため全力で頑張りますのでご指導、ご鞭撻の程よろしくお願い致します。 

                    令和６年１月 市議会議員 赤川ようじ 

 

地域みなさまの声に聞き、     今年も一年よろしくお願い致します。 

 

                                    

 

   

 

 市長給料３０％削減条例可決、議員・特別職給与は 

の 

 １２月議会報告 

 CO２ゼロとエアコン問題  ゴミ有料化は行いません。 

の  所沢市は「ノンカーボンシティ所沢」を市の重要政策としています。しかし、小中学校の

暖房にまだ重油や灯油を使用しています。重油は硫黄酸化物や窒素酸化物を排出し、冷房に

使用しているガス、電気の倍近くのＣＯ２を排出します。今、学校の屋上では太陽光発電し

ており、それを暖房に使う事を提案しました。エアコン問題は暑さ対策だけではなく環境対

策と長年主張してきましたが、まだ改善されていません。市長にこれを質しましたが、今後

市は環境先進都市を目指すなら、燃やすゴミの減量とこの問題に取り組む必要があります。 

他にも所沢で行われようとしている福島汚染土実証事業についても質しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 一般質問 
 

 

 

 地域の足として三ヶ島地区、富岡地区、柳瀬地区で実験的に運行

されてきたところワゴンの運賃が無料になります。若狭地区にはバ

スのり場を増設します。ところワゴンはバス便のコースも改善され

利用者も増えてきています。特に高齢者の免許返納した場合、最初

の一年だけ無料券が配られましたが、永遠に無料になります。高齢

者にやさしいまちにするために、活動支援について市長に質問しま

した。これからも高齢者支援のため、居場所づくり、健康づくりな

どいつまでも安心して住み続けられるまちにするために積極的に提

言をしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ところバス、ところワゴン７０歳以上無料へ 

、 

の 

       赤川ようじ市政報告会のお知らせ    

  １月２８日（日）午後２時～ 小手指公民館分館 

 

これまで定例議会は年間４回市長が招集していましたが、令和７年度からこれが１年間通して

開かれている「通年会期」になります。また議会の招集権は市長から議長に移り、これまで議会

が休会中に市長が議会の承認なく決定する「専決処分」もほとんどなくなります。平成２１年に

議会改革を目指し「所沢市議会基本条例」を制定し、市民からの信頼に応えるため、積極的な情

報の 公開を通じて説明責任を果たし、議会諸活動への市民の参加のもと、議員相互の自由闊達

な議論を展開し、政策立案及び提言を積極的に行ってきました。 今回通年会期の条例が成立し

議会改革も大きく前進すると思います。あたり前のことですが議員は一年中活動をすることを名

文化した形になります。議会の開会日も６月１日、９月１日、１２月１日、２月１８日と条例で

定めました。これからも議会は市民の生活のため積極的に活動していきます。 

 

 

 

 

 

 障害者の雇用、最低賃金の補償を 

の 

非課税世帯給付金７万円、１月から支給開始されます。 

の 

 通年議会実現へ 

の 

 

 一般質問 

 障がい者が自立して、社会生活を送るために必要なのが、雇用と最適賃金の補償です。 

市は法定雇用率を超え、雇用率を上げ民間の範となることを質しました。最低賃金は市の

職員は補償されていますが、民間では正式な雇用契約を結んでいる就労継続支援Ａ型でも

県の調査では最低賃金に達していないケースが多く改善指導を求めました。また精神医療

の分野では滝山病院問題に見られる、障がい者の人権問題を質しました。   

          健康福祉常任委員会で請願４件を審査しました。「加齢性難聴に対する所

沢市の施策を充実してください」と「重度障害者の就労に関する請願」が 

        趣旨採択されました。これからも高齢者・障がい者施策を進めていきます。 

        

 請 願 


